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「
延
長
期
限
を
原
子
力
機
構
に
守
ら
せ

最
終
処
分
場
へ
の
懸
念
を
取
り
除
け
」

■
道
北
の
住
民
団
体
が「
ほ
ろ
の
べ
核
の
ゴ
ミ
を
考
え
る
全
国
交
流
会
」

　

７
月
25
、
26
の
両
日
、「
ほ
ろ
の
べ
核
の

ゴ
ミ
を
考
え
る
全
国
交
流
会
」が
宗
谷
管

内
豊
富
町
で
開
か
れ
た
。「
核
廃
棄
物
施
設

の
誘
致
に
反
対
す
る
道
北
連
絡
協
議
会
」

（
共
同
代
表
・
山
路
弦
太
さ
ん
ら
３
人
）な

ど
で
つ
く
る
実
行
委
が
２
０
０
９
年
か
ら

毎
年
夏
に
続
け
て
い
る
企
画
で
、
道
内
外

か
ら
約
60
人
が
参
加
し
た
。

　

84
年
に
明
る
み
に
出
た
、
旧
動
燃
に
よ

る
放
射
性
廃
棄
物
の
保
管
と
地
層
処
分

研
究
を
セ
ッ
ト
に
し
た「
貯
蔵
工
学
セ
ン

タ
ー
」の
計
画
は
、
そ
の
無
謀
さ
ゆ
え
に

反
対
世
論
が
盛
り
上
が
り
頓
挫
。
曲
折
の

末
に
２
０
０
０
年
10
月
、
当
時
の
堀
達
也

知
事
が“
核
の
ゴ
ミ
”地
層
処
分
に
向
け
た

研
究
施
設
の
単
独
立
地
を
受
け
入
れ
た
。

　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構（
原
子
力

機
構
）は
当
初
、
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
の
研
究
期
間
を「
20
年
程
度
」と
約
束

し
た
が
、19
年
夏
に
突
然
反
故
に
し
て「
９

年
間
の
延
長
」を
表
明
。
道
や
幌
延
町
が

受
け
入
れ
、
28
年
度
末
ま
で
研
究
が
続
く
。

こ
の
間
、
深
度
５
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
坑
道

が
掘
削
さ
れ
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
な
ど
と
の
共
同

研
究
も
進
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
交
流
会
で
は
、

「
幌
延
深
地
層
研
究
を
終
わ
ら
せ
よ
う
」

「（
取
り
組
み
を
）次
世
代
に
つ
な
ご
う
」の

ふ
た
つ
を
テ
ー
マ
に
し
た
。

　

冒
頭
、
道
北
連
絡
協
議
会
の
共
同
代
表

で
稚
内
在
住
の
東
あ
ず
ま

道お
さ
むさ

ん
が
、
長
年
の

経
緯
を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
う
訴
え
た
。

「
鈴
木
直
道
知
事
は
19
年
12
月
の
道
議
会

で
、『
研
究
期
間
の
再
延
長
を
求
め
ら
れ
た

ら
ど
う
す
る
か
？
』と
の
質
問
に
、『
仮
に

再
延
長
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い

て
、
現
在
認
め
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
』

と
答
弁
し
て
お
り
、
研
究
を
止
め
さ
せ
る

大
き
な
理
由
に
な
る
。
地
層
処
分
は
日
本

で
は
や
っ
て
い
け
な
い
も
の
で
あ
り
、
処

分
計
画
は
破
綻
し
て
い
る
。（
28
年
度
末
ま

で
）残
さ
れ
た
２
年
半
、
各
地
域
で
集
中

的
に
再
延
長
を
認
め
な
い
取
り
組
み
を
し

て
ほ
し
い
」

「
各
地
か
ら
の
発
言
」で
は
、
生
活
ク
ラ
ブ

生
協
北
海
道
の
増
田
真
依
子
さ
ん
が
、
５

百
メ
ー
ト
ル
坑
道
の
掘
削
な
ど
に
つ
い
て
、

「
研
究
の
再
延
長
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

動
き
」と
す
る
一
方
で
、
道
議
会
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
特
別
委
員
会
の
傍
聴
席
が
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
関
係
者
で“
占
領
”さ
れ
て
い
る
実

態
も
紹
介
。「
札
幌
で
は
幌
延
の
こ
と
を
知

る
人
が
少
な
い
け
れ
ど
、
チ
ラ
シ
配
布
な

ど
を
通
し
て
参
加
で
き
る
人
を
増
や
し
て

い
き
た
い
」と
力
を
込
め
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
事
前
調
査
に
異
議

を
唱
え
て
き
た
寿
都
町
の
住
民
団
体
代
表

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
や
、「
祖
父
が
反

対
運
動
団
体
の
代
表
だ
っ
た
」と
い
う
豊

富
町
の
農
協
職
員
の
発
言
、
空
知
管
内
か

ら
参
加
し
た
中
・
高
校
生
の
意
見
表
明
な

ど
も
あ
り
、
テ
ー
マ
を
深
掘
り
し
た
。

　

最
終
処
分
場
の
立
地
に
向
け
た
文
献
調

査
問
題
で
は
今
年
３
月
、
経
済
産
業
省
が

南
鳥
島
で
の
実
施
を
小
笠
原
村
に
申
し
入

れ
て
い
る
。
交
流
会
で
は
、
東
京
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
・
原
子
力
資
料
情
報
室
ス
タ
ッ
フ

で
、
同
省
の
審
議
会
委
員
も
務
め
る
高
野

聡
さ
ん
が
、
同
島
で
の
地
層
処
分
の
問
題

点
に
つ
い
て
解
説
す
る
場
が
持
た
れ
た
。

「
経
産
省
の
申
し
入
れ
は
、
寿
都
町
と
神

恵
内
村
で
の
文
献
調
査
後
の
手
詰
ま
り
や
、

新
潟
県
の
柏
崎
・
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
を

め
ぐ
る
状
況
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
政
治

的
思
惑
か
ら
の
苦
肉
の
策
だ
」と
高
野
さ

ん
。「
地
元
の
合
意
な
き
調
査
申
し
入
れ
が

増
え
る
か
未
知
数
だ
が
、
警
戒
す
べ
き
動

き
」と
指
摘
し
、
南
鳥
島
で
の
処
分
が
困

難
な
理
由
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
た
。

①
地
下
１
千
メ
ー
ト
ル
ま
で
サ
ン
ゴ
礁

が
起
源
の
石
灰
岩
で
透
水
性
が
高
く
、
掘

削
や
坑
道
の
健
全
性
に
悪
影
響
を
与
え
る

②
近
海
で「
プ
チ
ス
ポ
ッ
ト
火
山
活
動
」

が
あ
り
、
処
分
を
避
け
る
べ
き
地
域

③
海
洋
生
態
系
に
影
響
が
生
じ
る
た
め

国
際
問
題
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る

　

翌
日
に
は
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

へ
の
申
し
入
れ
も
行
な
い
、
参
加
者
た
ち

は
研
究
の
再
延
長
を
拒
否
し
て
い
く
意
思

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
い
た
。

（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川
康
治
）

道内外からの参加者が「28 年度末の研究終了」を
遵守させる取り組みなどを議論した
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郎
・
１
等
陸
尉（
52
）が
起
こ
し
た
訴
訟
。

射
撃
訓
練
な
ど
の
騒
音
業
務
で
難
聴
を
発

症
し
た
中
村
１
尉
は
今
回
、
自
ら
防
衛
省

へ
情
報
公
開
請
求
し
て
入
手
し
た
公
文
書

を
証
拠
提
出
し
、
職
場
の
安
全
配
慮
義
務

違
反
な
ど
を
改
め
て
指
摘
し
た
。

　

原
告
の
中
村
１
尉
が
情
報
公
開
法
に
基

づ
く
文
書
開
示
請
求
で
入
手
し
た
の
は
、

陸
自
衛
生
学
校
が
１
９
９
９
年
に
作
成
し

て
い
た
騒
音
性
難
聴
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー

ト
。『
各
職
種
隊
員
の
音
響
性
聴
覚
障
害
と

そ
の
予
防
法
に
資
す
る
研
究
』と
題
さ
れ

た
40
ペ
ー
ジ
あ
ま
り
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

陸
自
は
騒
音
業
務
に
よ
る
難
聴
発
症
の
可

能
性
を
早
く
か
ら
把
握
し
て
お
り
、
現
場

で
は
充
分
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い
と

し
て
具
体
的
な
予
防
策
の
必
要
性
を
認
識

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
の
訓
練
の
現

場
で
は
こ
の
報
告
が
顧
み
ら
れ
ず
、
隊
員

の
難
聴
を
予
防
す
る
措
置
が
充
分
に
講
じ

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
原
告
側
は

今
回
改
め
て
こ
の
事
実
を
指
摘
し
、
か
ね

て
主
張
し
て
き
た
陸
自
の
安
全
配
慮
義
務

違
反
な
ど
を
裏
づ
け
る
資
料
と
し
て
同
レ

ポ
ー
ト
を
証
拠
提
出
。
被
告
の
国
は
こ
れ

を
含
む
原
告
側
の
主
張
に
改
め
て
反
論
す

る
と
し
て
、
10
月
上
旬
ま
で
に
新
た
な
書

面
を
ま
と
め
る
考
え
を
示
し
た
。

　

月
を
跨
い
で
８
月
５
日
午
後
に
は
、
公

益
通
報
を「
テ
ロ
行
為
」扱
い
さ
れ
て
人
事

な
ど
で
不
利
益
を
蒙
っ
た
と
い
う
現
職
自

衛
官（
50
歳
代
男
性
）の
裁
判
で
札
幌
地
裁

（
吉
川
昌
寛
裁
判
長
、
濱
岡
恭
平
陪
席
判
事
、

山
守
晧
己
陪
席
判
事
）が
11
回
め
の
弁
論
を

開
い
た
。
お
も
な
証
拠
調
べ
が
一
段
落
し

た
同
裁
判
で
は
、
次
回
弁
論
で
関
係
者
の

尋
問
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
前
々
号

の
小
欄
で
報
告
し
た
通
り
元
職
を
含
む
自

衛
官
４
人
、
及
び
原
告
本
人
の
尋
問
の
日

程
が
決
ま
っ
た
。
原
告
を
除
く
４
人
の
顔

ぶ
れ
に
つ
い
て
、
既
出
の
情
報
を
左
に
再

掲
し
て
お
く（
役
職
や
階
級
は
当
時
）。

・
男
性
３
佐（
陸
上
幕
僚
監
部
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
画
班
）＝
匿
名
通

報
の
内
容
を
市
ヶ
谷
か
ら
北
部
方
面
へ
漏

洩
し
た
人
物

・
男
性
１
佐（
北
部
方
面
混
成
団
長
）（
現

在
退
官
）＝
い
わ
ゆ
る
犯
人
捜
し
を
指
示

し
た
と
さ
れ
る
人
物

・
男
性
１
佐（
同
副
団
長
）（
現
在
退
官
）＝

通
報
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
パ
ワ
ハ
ラ
の

加
害
者

・
男
性
１
佐（
同
第
１
陸
曹
教
育
隊
長
）＝

先
の
団
長
や
副
団
長
の
指
示
で
通
報
者
を

特
定
し
、
原
告
男
性
に「
自
白
」を
迫
っ
た

人
物

　

被
告
の
国
は
原
告
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
事
実
関
係
を
す
で
に
認
め
て
お
り
、

パワハラ告発に踏み切った現職自衛官は「提訴していなけれ
ば事実は闇に葬られたままだった」と、問題の根深さを指摘する

（原告男性のコメント全文）

の
被
害
に
遭
っ
た
自
衛
官
の
裁
判
で
は
証

拠
調
べ
が
一
段
落
し
て
山
場
と
い
え
る
証

人
尋
問
の
日
程
が
決
ま
っ
た
。

　

７
月
31
日
午
前
に
札
幌
地
方
裁
判
所

（
小
野
瀬
昭
裁
判
長
、
元
芳
哲
郎
陪
席
判

事
、
河
村
紗
穂
陪
席
判
事
）で
提
訴
後
10

回
め
に
な
る
弁
論
が
あ
っ
た
の
は
、
現
在

北
部
方
面
総
監
部
に
勤
務
す
る
中
村
俊
太

  N
EW

S
 LIN

ER
N

EW
S

 LIN
ER

道
内
現
職
自
衛
官
の
２
裁
判
が
佳
境

パ
ワ
ハ
ラ
訴
訟
は
９
月
上
旬
尋
問
へ

■
難
聴
訴
訟
で
は
原
告
が
国
の
研
究
報
告
と
現
場
と
の
矛
盾
を
指
摘
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札
幌
中
央
信
組
の
新「
山
鼻
支
店
」に

併
設
さ
れ
る“
学
生
職
員
”マ
ン
シ
ョ
ン

■
北
海
学
園
大
２
部
学
生
を
正
職
員
に
採
用
し
格
安
家
賃
で
支
援

　

現
職
の
陸
上
自
衛
官
が
起
こ
し
た
２
つ

の
裁
判
で
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か

け
、
札
幌
で
相
継
ぎ
口
頭
弁
論
が
あ
っ
た
。

騒
音
業
務
で
難
聴
の
被
害
を
受
け
た
自
衛

官
の
裁
判
で
は
被
告
の
国
が
改
め
て
反
論

を
ま
と
め
る
意
向
を
示
し
て
引
き
続
き
争

う
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
と
な
り
、
職
場
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
告
発
し
て“
犯
人
捜
し
”

　

札
幌
中
央
信
用
組
合（
本
店
札
幌
・
泉

融と
み
か
ず和

理
事
長
）が
北
海
道
学
園
大
学（
本
部

札
幌
・
森
下
宏
美
学
長
）と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
同
大
学
２
部
学
生
を
正
職

員
と
し
て
採
用
す
る「
ワ
ク
ス
タ
Ｗ
Ｏ
Ｒ

Ｋ
×
Ｓ
Ｔ
Ｄ
Ｕ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
ワ
ク

ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）。
そ
の
一
環
と
し

て
同
信
組
の
山
鼻
支
店（
中
央
区
南
16
条

西
８
丁
目
）の
建
て
替
え
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

建
物
の
名
称
を「
ち
ゅ
う
し
ん
山
鼻
ビ

ル
」（
仮
称
）と
し
、
ワ
ク
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
対
象
者
の
住
居
支
援
を
兼
ね
た
職
員

用
マ
ン
シ
ョ
ン
棟
と
店
舗
棟
を
合
体
し
た

造
り
と
な
る
。
店
舗
棟
に
は
人
員
整
理
で

余
剰
ス
ペ
ー
ス
が
増
え
た
こ
と
や
駐
車
場

ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
こ
と
か
ら
移
転
検
討

し
て
い
た
北
海
道
銀
行（
本
店
札
幌
）の

「
行
啓
通
支
店
」（
中
央
区
南
14
条
西
６
丁

目
）も
テ
ナ
ン
ト
入
居
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
信
組
支
店
と
地
方
銀
行
支
店
が

同
じ
建
物
内
に
出
店
す
る
珍
し
い
ケ
ー
ス

と
し
て
も
注
目
を
浴
び
そ
う
だ
。

　

同
信
組
の
旧
山
鼻
支
店
は
築
45
年
の
２

階
建
て
。
老
朽
化
と
職
員
３
人
体
制
の
移

行
で
余
剰
ス
ペ
ー
ス
が
増
え
非
効
率
に

な
っ
た
た
め
建
て
替
え
を
検
討
。
隣
接
し

て
い
た
北
海
道
信
用
金
庫（
本
店
札
幌
）の

旧
文
書
セ
ン
タ
ー
を
賃
借
し
、
今
年
２
月

か
ら
こ
こ
を
仮
店
舗
に
し
て
既
存
支
店
の

解
体
・
建
て
替
え
工
事
に
入
っ
た
。
新
築

建
物
は
約
２
０
３
坪
の
敷
地
を
使
っ
て
３

階
建
て
の
店
舗
棟
と
４
階
建
て
の
職
員
用

マ
ン
シ
ョ
ン
棟
を
一
体
化
す
る
。
投
資
額

は
約
４
億
円
。

　

店
舗
棟
１
階
は
道
銀
の
行
啓
通
支
店
で
、

２
・
３
階
は
札
幌
中
央
信
組
の
山
鼻
支
店
。

２
階
は
地
域
の
顧
客
が
寛
げ
る
装
い
に
刷

新
し
、
３
階
は
倉
庫
に
す
る
。
店
舗
棟
の

延
べ
床
面
積
は
約
１
６
２
坪
で
、
そ
の
う

ち
道
銀
は
約
44
坪
を
利
用
す
る
。

　

職
員
用
マ
ン
シ
ョ
ン
は
延
べ
床
面
積
約

裁
判
が
賠
償
命
令
に
到
る
の
は
ほ
ぼ
確
実
。

問
わ
れ
る
の
は
一
連
の
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の

組
織
的
責
任
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
に
及
ぶ

か
と
い
っ
た
問
題
で
、
原
告
代
理
人
ら
は

「
退
職
者
に
も
パ
ワ
ハ
ラ
の
責
任
を
問
え

る
前
例
を
つ
く
る
裁
判
に
な
る
。
賠
償
に

つ
い
て
も
、
逃
げ
得
を
許
さ
な
い『
求
償

（
当
時
者
自
身
へ
賠
償
を
求
め
る
こ
と
）』

に
期
待
し
た
い
」と
し
て
い
る
。

　

注
目
の
尋
問
は
本
号
発
売
後
の
９
月
９

日
午
後
に
、
同
じ
く
先
の
難
聴
訴
訟
の
次

回
弁
論
は
さ
ら
に
１
カ
月
を
経
た
10
月
15

日
午
前
に
、
い
ず
れ
も
札
幌
地
裁
で
開
か

れ
る
。　
　
　
　
　
　
　

（
小
笠
原
淳
）

３
１
５
坪
。
い
ず
れ
も
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
広
さ

が
５
タ
イ
プ
あ
る
全
23
戸
。
こ
の
う
ち
６

戸
を
ワ
ク
ス
タ
対
象
者
に
割
り
当
て
、
他

は
同
信
組
の
若
手
職
員
を
対
象
に
す
る
。

　

来
年
度
入
学
生
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

「
ワ
ク
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
北
海
道

学
園
大
２
部
学
生
の
総
合
型
・
学
校
推
薦

型
選
抜
の
合
格
者
を
対
象
に
応
募
者
を
募

り
、
面
接
試
験
な
ど
を
経
て
札
幌
中
央
信

組
の
正
職
員
に
採
用
す
る
も
の
で
、
初
年

度
は
６
人
を
見
込
む
。“
学
生
職
員
”は
２

部
授
業
に
間
に
合
う
よ
う
に
時
短
勤
務
と

し
、
初
年
度
年
収
は
約
２
６
８
万
円
。
家

賃
の
実
質
負
担
を
３
万
円
と
格
安
に
し
て

学
業
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

「
ち
ゅ
う
し
ん
山
鼻
ビ
ル
」の
竣
工
は
来
年

３
月
下
旬
で
、
札
幌
中
央
信
組「
山
鼻
支

店
」は
同
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
職
員

用
マ
ン
シ
ョ
ン
も
同
時
期
に
入
居
可
能
に

す
る
。
道
銀「
行
啓
通
支
店
」は
同
年
夏
頃

に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

札
幌
中
央
信
組
の
泉
理
事
長
は
、「
学
業

と
就
業
の
両
立
を
可
能
と
す
る
環
境
を
提

供
し
、
将
来
へ
の
希
望
と
地
域
社
会
へ
の

愛
着
心
を
持
つ
、
次
代
の
地
域
経
済
に
資

す
る
人
材
を
育
成
し
た
い
」と
話
す
。

　

卒
業
後
は
転
職
も
可
能
と
し
て
、
学
生

職
員
に
は
将
来
の
縛
り
を
設
け
な
い
。　

　（
佐
久
間
康
介
）

職員用マンションを併設した札幌中央信組の仮称「ちゅうしん山鼻
ビル」の完成予想図




